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この冊子は「新住民への地域情報の提供が  
地域愛着の形成へ  与える効果に関する研究」
に向けて作成されたものです。下の QR コー
ドからアンケートにご回答いただき、ぜひご
意見をお寄せください！

編集

取材協力

マップ提供

横浜国立大学　建築計画研究室
修士 2年　篠沢耕太

羽沢南町内会のみなさま

神奈川区　総務課・区政推進課

アンケート回答はこちらから→



防災マップ

地 図 の 見 方

地 域 防 災 拠 点

広 域 避 難 場 所

福 祉 避 難 所

地震などによって家が倒壊または焼失
し、住む場所がなくなった人が一定期
間 避 難 生 活 を 送 る 場 所。

地震によって大火災が発生し、延焼拡
大した場合、その火災の熱や煙から生
命・身体を守るために避難する場所。

高 齢 者 や 障 害 者 な ど の う ち、
避難生活で特別な配慮が必要である人
の た め の 二 次 的 避 難 場 所。

菅田の丘小学校

旧菅田小学校

羽沢小学校

N 横浜国立大学

H 片倉台団地・片倉うさぎ山公園
I 宮向団地

若竹苑
けやき荘
羽沢の家

太陽の家 横濱羽沢

神奈川苑

羽沢の家 二番館
特別養護
老人ホーム

介護老人
保健施設

23

24

25

菅田町 138 6 - 2
☎ 4 7 2 - 5 8 0 3

菅田町 674

羽沢町 935
☎ 3 8 3 - 1 9 0 9

羽沢エリア
防災マップ
神奈川区総務課

マップ提供

　このマップは「神奈川区防
災マップ」の抜粋です。
　完全版は右の QR コードか
ら神奈川区の HP にアクセス
してご覧ください。



上菅田特別支援学校

金子農園の
とうもろこしと枝豆
美味しい！

は
ざ
わ
お
た
か
ら
マ
ッ
プ

羽沢横浜国大駅

上 星 川 小 学 校

四 十 軒 広 場

羽 沢 町 公 園

上菅田東部公園

上菅田みはらし公園

上星川あおぞら公園

横浜保土ケ谷中央病院

羽沢長谷第二公園

羽沢長谷公園

ひかりの風保育園

レジデンシャル常盤台

夢の里

育 和 幼 稚 園

羽沢長谷自治会館

羽沢長谷第三公園

羽沢南町内会館

若 竹 苑

横浜国立大学西門

常盤台地域ケアプラザ
常盤台コミュニティハウス

東西に空が開けているので晴
れた日には富士山が見える！

町内会館は羽沢南の
情報発信基地！

安めの自販機がある

眺めがいいので、新横浜のプ
リンスホテルまで見渡せる

野菜の直売自販機
前には野菜のイラストが
書かれたベンチがある

みんなで使えるキッチンが
できるよ！

病院の前にもベンチがある
散歩の休憩に！

穴場の公園！
街灯が少なく暗いので日中が

おすすめ

第二金曜には
外遊び応援隊！

美味しいケーキや焼き菓子を
売っている！

キャベツの会の畑はここ！

もう少し西にいくと陣ケ下渓
谷公園。夏には蛍が見えるほ
どの綺麗な水が流れる！

畑が一面に広がっていて
歩いて気持ち良い！
おすすめ散歩道

羽沢の名産、
羽沢キャベツはこの辺りの畑

で作られている！

柵が途切れているので
新幹線がよく見える！

小川に沿って散歩するのが
おすすめ！

花市場。運が良ければ
外から様子が覗ける！

こ
の
お
た
か
ら
マ
ッ
プ
は
羽
沢
南
町
内
会
へ
の
聞
き
込
み
と
、

「
は
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ェ
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を
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に
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成
し
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し
た
。

プレーパークがある
泥遊び、水遊び

なかなかできないたき火まで！

みなとみらいまで見渡せる
夏には花火まで見える！

羽沢の貨物駅の様子が
よく見える！

実は横国、誰でも入れる
晴れた日には

野音でピクニック！

毎年 2回の学園祭
春は清陵祭、秋は常盤祭

放課後は解放されているから
鬼ごっこできる

包括支援センター
新幹線も見えるよ！

パン屋さんがある！

大きな桜の木があって
きれいだよ

野球やボールあそび、
いろんなことができる
町内会のイベントもココ！

カマキリのエサになるバッタ
やイナゴを捕まえることがで
きる穴場スポットだよ

木登りができて
ブランコから上星川が見える

HAZAWA BASE のガパオライス
は本格的で美味しい！！

ときわザウルスの
ベンチがある



直売所マップ

神奈川区区政推進課
マップ提供

さらに詳しい直売所情報は右下の QR コードから

直売所マップ集

「ベジ MAP GOGO ！～神奈川区の直売所探訪～」

をチェック！



先土器時代から中世の羽沢先土器時代から中世の羽沢

近世から近代の羽沢近世から近代の羽沢

戦後戦後の羽沢南の羽沢南

羽沢南
の
歴史

先土器
古
代

中
世

近
世

近
代

詳
し
く
は

羽
沢
南 H

P へ

最古の遺跡 !?

「端沢」→「羽沢」!? 羽沢村から羽沢町へ

地名の由来は ? 村ができた ?

丘陵地帯から住宅地へ

　「羽沢」は、多摩丘陵の東南端
に近く、下末吉台地が南に張り出
したところに位置している。太古
の昔からこの羽沢の地には人々の
生活があり、「東泉寺」近くの畑
から「東泉寺遺跡」と呼ばれる先
土器時代の遺跡が発見されてい
る。約 10 , 0 0 0 年前の遺跡とみ
られ、神奈川区内最古の遺跡であ
る。

　「羽沢」の地は、江戸時代、「羽根沢（はねさわ）」
とも言われ、村人は「羽根沢」の方を多く用いてい
たようである。また、古くは「ハネザ」、「ハネザワ」
等とも呼ばれており、「端沢」（沢の片側の意）が転
じ「羽沢」になったのではないかとも考えられている。
中世より農家が散在したが、その数は僅かで、一村
の形態に発展したのは江戸前期と思われる。

　戦後日本の社会・経済の発展に伴い、羽沢地区は緑の丘陵地帯から住宅地へ
と大きく変貌する。昭和 30 年代以降、現在の羽沢南地区には、日本鋼管（現、
JF E）、電電公社（現、NTT）、昭和電工等の大手企業の社員住宅が続々と建設
されるとともに、住宅地としての環境整備が図られ、人口が飛躍的に増加した。
2006 年（平成 18）10 月、羽沢町の南部地域が分離し、「羽沢南」が新設された。

「端沢」→「羽沢」!?

　徳川幕府の大政奉還により、幕府の直轄領のうち、
神奈川奉行支配地は「神奈川県」となる。また、
1889 年（明治 22）の市制及び町村制施行の際、
羽沢は「橘樹郡小机村大字羽沢」となり、1892 年
（明治 25）、羽沢は「橘樹郡城郷村大字羽沢」と改
称された。1927 年（昭和 2）10 月 1 日、横浜市
に区制が導入された際、羽沢は横浜市に編入されて
「横浜市神奈川区羽沢町」となり、村から町に昇格
した。

　羽沢の地は、明治初年までは「武
蔵国橘樹郡（むさしのくに たちば
なぐん）羽沢村」と言われていた。
「橘樹（たちばな）」という地名は、
『日本書紀』の安閑（あんかん）
天皇の条に、武蔵国造（むさしの 
くにのみやっこ）が、「橘花（たち
ばな）」を含む 4 カ所の屯倉（み
やけ）を献上したと記されているこ
とに由来する。

　横浜市制 100 年を記念して発
行された『横浜の歴史』には、3
枚の市域復元図が載っているが、
鎌倉時代の復元図には羽沢の名は
なく、戦国時代の復元図になって
初めて「羽沢村」の名が記載され
ている。「羽沢」が村規模の集落
に成長したのは、戦国時代直前の
頃であったと推定される。

防災訓練
町内会では、地震などの災害に
よる非常事態に備えて、水や簡
単な食料品などの非常食、毛布
や寝袋を町内会館の敷地内の
倉庫に備蓄しています。ほかに、
まちの広場には発電機も備えて
います。とはいえ、緊急事態用な
ので決して十分な物量ではない
ため、それぞれのご家庭で家族
構成に合わせて必要な物資の
備えをお願いいたします。

まちの原っぱ（４０軒広場）は、町内会が横浜市から管理を委託され
ています。災害時の緊急避難場所にもなります。通常は、誰でも利用
することができますが、町内会の行事がある場合には優先させてい
ただきます。ほかにも、定例的に利用しているグループがありますの
で、譲り合って上手に利用してくださいなお、利用にあたっては次の
ようなルールがあります。

総代会・幹事会

環境設備に関する事項

社会教育に関する事項

レクリエーションに関する事項

福祉厚生に関する事項

広報に関する事項

その他

�

�

�

�

�

�

�

�

ゴミ分別/さわやか清掃/資源回収

防犯、防災に関する事項
防犯パトロール/防犯灯の整備/防災訓練/防災備蓄品の管理

子供会活動/青少年指導員/スポーツ推進活動

盆踊り大会/新年互例会/新春お楽しみ会

福祉まつり/敬老祝品の配布/
新入学児童を対象とした入学祝品配布

町内会報発行/行政機関からの広報紙/
チラシ、ポスター回覧/配布

ホームページの運営/HA Z AWA  V A L L E Y  F E Sに協力

燃やすゴミ
台所ゴミや小さなプラスチック製品
透明または半透明の袋に入れて出してく
ださい

燃えないゴミ

乾電池

プラスチック製容器包装

缶・ペットボトル

資源ゴミ

陶磁器、ガラス、蛍光灯、電球など　
箱や新聞紙などで包み、中の品物名を紙に書いて
貼ってから出してください。

「プラ」表示のあるもの
※令和７年４月からプラスチックゴミの出し方が変
わります。
　詳細については、変更日が近づいたらお知らせ
いたします。

缶、ビン、「PE T」表示のあるペットボトル

新聞、雑誌、段ボール、牛乳などの紙パックのほか
古着、タオルなど
　それぞれ分けてヒモでしばるか紙袋に入れてく
ださい。古着などは洗濯して乾かしてから透明また
は半透明の袋に入れて出してください。汚れたもの
、破れたものなどは燃やすごみとして出してくださ
い。古着などは雨の日は出せません。
※資源ゴミの回収収益金は、町内会活動に役立て
られていることから、町内会では資源ゴミの回収を
積極的におこなっていますので、ご協力をお願いい
たします。

防災備蓄品について

・休憩小屋を利用する際には、ゴミは各自が持ち帰り、
   キチンと後片付けをし、火気は厳禁
・広場の中へは自転車の乗り入れや
   犬のリード無しの立ち入りは禁止
・ボール遊びの際にはボールが広場の外に出ないようにする

・大声で騒がないなど近隣の方に迷惑をかけないようにする

・お互いに怪我をすることがないように注意をする

・防犯カメラを壊さないように注意をする

町内会では、地震などの災害や
火災に備えて、毎年１回、まちの
原っぱで菅田消防署や自衛消防
団の協力を得て、消火訓練、ＡＥＤ
の使い方や人工呼吸訓練訓練を
行うほか、羽沢地区自治連合会と
合同で羽沢小学校への避難訓練
などを行っています。皆さんの積
極的な参加をお願いいたします。

　乾電池（マンガン・アルカリ）、リチウム一次電池
（使い切り）、コイン電池（型式ＣＲ・ＢＲ）は透明ま
たは半透明の袋に入れて、家庭ゴミと同じ日に、家
庭ゴミとは別に、分かるようにして出してください。
　ボタン電池や充電式電池（二次電池）は出せま
せんので、回収協力店、販売店、区役所などに設
置されている「リサイクルボックス」にお持ちくださ
い。
　ただし、横浜市ではバッテリーの取り外しができ
ない携帯式扇風機やシェーバー、ゲーム機などの
小型家電製品は、透明または半透明の袋に入れ
て家庭ゴミと同じ日に、家庭ゴミとは別に、分かるよ
うにして出すことができます。

羽 沢 南 町 内 会 に つ い て
活 動 内 容町 内 会 組 織

ゴ ミ の 分 別

４ ０ 軒 広 場

防 災 訓 練・備 蓄 品

会長
会長代理

会計 副会長

総

務

部

文

体

部

広

報

部

福
利
衛
生
部

環
境
衛
生
部

子

供

会

防

犯

部

ゴミの分別に困ったら…
横浜市ごみ分別アプリを
ご活用ください！



子ども会

羽沢南健康麻雀クラブ

グラウンドゴルフ

キャベツの会

（スポーツ推進委員）

さわやか清掃
　盆踊り大会が２０２
４年８月３日（土）１
８時から２１時まで４
０軒広場で開催されま
した
　当日は、毎年のよう
にたくさんの方たちに
ご来場いただきました
　町内会からやきそば、
かき氷、おでんなどの
お店を出し、大人気で
した。
　会場ではたくさんの
方たちの踊りの輪が広
がりました。

2024年 1月 28日には昨
年度雨天のため中止になっ
たお楽しみウォーキングが
開催されました。参加者は
四十軒広場・長谷第三公園
をスタートし、町内会館や
羽沢横浜国大駅などの 5ヶ
所のポイントを巡りまし
た。
参加者にはお土産が配ら
れ、昔あそびや健康相談も
実施されました。

2 0 2 5 年 最 初 の イ ベ
ン ト は 「 新 春 お 楽し
み会」を予定してい
ます。
　会場は羽沢南町内
会館で豚汁が振る舞
われ、カルタや羽子
板・けん玉などの昔
あそびをすることが
できます。
　また、餅つきの体
験も予定されていま
す！

※ポスターは昨年度のものになります

羽沢南
町内会
の活動

羽沢南ミニバスケットボールクラブ

一年を通じて四十軒広場や町内会館で様々なイベントを開催 !

　地域の秋の風物詩で
ある福祉祭り。前日の
朝から町内会のボラン
ティアが設営を行い迎
えた当日は、爽やかな
秋晴れとなり多くの地
域住民が広場に足を運
んでいました。
　テーマは「ふれあ
い・共生」。

　地元野菜の販売や模擬店、遊びコーナーなどを
多世代が楽し見ました。そのほか、福祉コーナー
や健康コーナー、上星川小学校のバトン演技や横
濱音泉倶楽部のバンド演奏なども行われました。

イベントについては参加方法などお問い合わせは
下記の連絡先まで！
 相田　忍　aida-kougyou@kyi.biglobe.ne.jp　

歓 送 迎 会 や 年 末 の ク リ ス マ ス 会 の ほ か 、 町 内 会 が
行 う 「 盆 踊 り 大 会 」 や 「 福 祉 祭 り ふ れ あ っ て 羽 沢 」
な ど に 参 加 し て 、 出 店 な ど の 活 動 を 行 っ た り 、 防
犯 パ ト ロ ー ル や さ わ や か 清 掃 活 動 に も 協 力 し て い
ま す 。

羽 沢 南 町 内 に お 住 ま い か 、 上 星 川 小 学 校
に 通 わ れ て い る お 子 様 私 立 の 小 学 校 に 通
わ れ て い る お 子 様 も 入 会 で き ま す 。
2 4 2 名 の お 子 様 が 入 会 ！ （ 2 0 2 3 年 ）

1 人 ￥ 1 0 0 / 月

入会
 資格

会費

場所

時間

連絡先

会員数

各
団
体
の
詳
し
い
情
報
は　

羽
沢
南H

P

ま
で
！

上 星 川 小 学 校 ・ 常 盤 台 小 学 校

水 曜 ： 1 8 時 ～ 2 0 時
土 曜 ： 1 3 時 3 0 分 ～ 1 7 時 3 0 分
日 曜 　 9 時 ～ 1 3 時 ま た は 1 3 時 ～ 1 7 時

※ 上 記 は 基 本 的 な 活 動 時 間 で す 。 土 ・
日 ・ 祝 日 は 、 9 時 ～ 1 5 時 の 場 合 も あ
り ま す の で 、 必 ず 事 前 に 確 認 を お 願 い

2 9 名 （ 羽 沢 町 内 会 会 員 お よ び 近 隣 住 民 ）
新 規 会 員 の 申 し 込 み は 随 時 受 け 付 け て い ま
す （ た だ し 、 6 年 生 は 5 月 ま で ）。
初 め て （ 未 経 験 ） の 方 で も 大 歓 迎 で す 。

男 子 代 表 　 わ か ば や し
h a z a w a m i n i . m @ g m a i l . c o m

女 子 代 表 　 　 さ い と う
c h i k a c h a n 1 2 1 0 @ e z w e b . n e . j p  

( 0 8 0 - 5 0 6 0 - 7 7 9 4 )

場所

開催日

時間

参加費会員数

掃 除 に 必 要 な 道 具 は す べ て 町 内 会 で 準 備 し ま す の
で 手 ぶ ら で ご 参 加 く だ さ い 。
清 掃 活 動 に ご 参 加 い た だ い た 方 に は 、 さ さ や か な
お 土 産 を ご 用 意 し て い ま す 。

（ お 子 さ ま に も ご 用 意 し て い ま す の で 、 ご 家 族 み
な さ ま で ご 参 加 く だ さ い ！ ）

年 3 回 　 実 施 　（ ６ 月 ・ １ １ 月 ・ ３ 月 ）
    ※ 変 更 あ り
該 当 月 の 第 ３ 日 曜 日 　 朝 １ ０ 時
    （ ３ 月 は ９ 時 ）

羽 沢 南 町 内 会 館 を 中 心 に
 環 状 ２ 号 線 側 道 の ゴ ミ 拾 い を し ま す

羽 沢 南 町 内 会 館 　 １ 階

原 則 と し て 、 毎 月 第 一 、 第 三 日 曜 日
午 後 １ 時 か ら 午 後 ５ 時
※ 町 内 会 行 事 な ど で 変 更 あ り

登 録 で ２ ５ 名 ほ ど （ 内 訳：男 性 １ ０ 名 、
女 性 １ ５ 名 ）。 上 が り 方 が 分 か る く ら
い の 方 や 、 役 と 符 が 数 え ら れ る 方 は そ
れ ぞ れ で 麻 雀 を 楽 し ん で い た だ き ま
す 。 初 め て 麻 雀 を さ れ る 方 で も 楽 し め
る よ う に 基 礎 か ら お 教 え し ま す 。

お 一 人 ２ ０ ０ 円 で す 。
お 飲 み 物 を 各 自 ご 持 参 く だ さ い （ ア ル
コ － ル は 禁 止 ）。 食 べ 物 は ご 遠 慮 い た だ
い て い ま す 。

連絡先

場所

時間

参加費

会員数

連絡先 は や さ か （３８１－７５０８）

羽 沢 南 　 町 の は ら っ ぱ

毎 月 第 １ ・ 第 ３ 土 曜 日 （ ８ 月 は 休 会 ）
午 前 ８ 時 か ら １ ０ 時

　 ※ 雨 天 の 場 合 は 中 止 で す 。
道 具 は 用 意 し て あ り ま す の で 、
 お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い ！

登 録 で １ ４ 名 ほ ど

し い は し （０９０－６１３５－１５５３）

お 一 人 ２ ０ ０ 円
お 飲 み 物 を 各 自
ご 持 参 く だ さ い 。

孤 立 し が ち な 高 齢 男 性 の サ ロ ン と し て ス タ ー ト ！
畑 で は 毎 月 2 回 （ 第 ２ ・ ４ 日 曜 日 ） 午 前 中 の ２ 時 間 程 度 、 約 1 6 名 の 会 員 が 作 業 に 汗 を 流 し ま す 。
野 菜 づ く り に 関 心 の あ る 人 な ら 誰 で も 参 加 で き ま す 。（ 参 加 者 の ほ と ん ど は 男 性 で す 。）

場所

日時

年会費 問合せ

羽 沢 町 6 5 8 付 近 の 畑 （「 羽 沢 横 浜 国 大 」 駅 徒 歩 ５ 分 ）

毎 月 ２ 回 日 曜 日 の 午 前 中 （ ２ 時 間 程 度 ）

３ ０ ０ ０ 円
地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 若 竹 苑
電 話 ： 0 4 5 ‐ 3 8 2 - 0 0 2 4 　
F a x ： 0 4 5 - 3 7 3 - 7 4 7 2

春 夏

秋冬

盆踊り
福
祉

祭り新春お
楽し

み
会

ス
タ
ン

プラ
リー



地域まちづくりプラン認定までの流れ地域まちづくりプラン認定までの流れ

アンケート
意見交換

素案作成
アンケート

まちづくり
プラン原案
住民承認

まちづくり
プラン
原案作成

横浜市へ
提出

プロジェクト
始動

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

いまココ！はざわのまちづくり
　 「 羽 沢 横 浜 国 大 駅 」 の 周 辺 地 域 の 安 全 で 快 適 な 魅 力 あ る ま ち
づ く り の 推 進 を 目 的 と し て 関 連 す る 保 土 ヶ 谷 区 、 神 奈 川 区 の 自
治 会 ・ 町 内 会 の ８ つ の 団 体 が 中 心 と な っ て 「 羽 沢 横 国 ま ち づ く
り 協 議 会 」 が 令 和 元 年 １ 月 に 発 足 し ま し た 。 現 在 は 横 浜 市 か ら
の 認 定 に 向 け て 「 地 域 ま ち づ く り プ ラ ン 」 を 作 成 し て い ま す 。

地域まちづくりの4つのテーマ

地域まちづくりプランの5つの視点

　連携協力団体として、「横浜国立大学」「常盤台ケアプラザ」「常盤台コミュニティ

ハウス」「常盤台地区連合町内会」「羽沢地区自治連合会」「常盤台地区社会福祉協

議会」「羽沢地区社会福祉協議会」があり、行政側から「横浜市都市整備局」「保土

ヶ谷区」「神奈川区」からの支援を受け、「横浜市まちづくりコーディネーター」の専

門家からのサポートを受けて活動しています。

　このプランが横浜市から認定され

ますと、横浜市から事業費の助成が

得られ協議会が中心となって、次の

事業を推進していきます。

認定されるとどうなるの？

歴史特産品サイン 坂・道名称サイン

地 域 の 愛 着 を 育 む 「 坂 ・ 道 名 称 サ イ ン 」
「 郷 土 史 紹 介 サ イ ン 」 等 が 設 置 で き ま す ！

交 通 安 全 対 策 や 防 犯 対 策 に よ り 、
安 全 安 心 な ま ち づ く り が 実 施 さ れ ま す ！

多 世 代 、 新 旧 住 民 、 学 生 等 の 多 様 な 人 達 の 交 流 が 生 ま れ る
イ ベ ン ト や 居 場 づ く り が 実 現 で き ま す ！

1

2

3

まちづくり協議会 

プ ロ ジ ェ ク ト 一 覧
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コ
ミ
ュ
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テ
ィ

形
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詳しくは羽沢南HPへ！

道 路 の 安 全 、交 通 対 策
防 犯 力 の 向 上 など

建 設 時 の 事 前 協 議 、緑 化 の 促 進
ゴ ミ 問 題 など

あ い さつ ロ ード の 設 置 、新 住 民 との 交 流
地 域 力 の 向 上 、子 育 て 支 援 など 地 域 参 加 、隣 接 す るメリットなど

住 民 の 皆 さ ん が 地 域 へ の 愛 着 を 育 む ま ち づ くり

新 駅 開 業 に よる 駅 前 の 開 発 に 伴 う ま ち づ くり

横 浜 国 立 大 学 と の 連 携 に よる ま ち づ くり

み ど り 豊 か な 自 然 環 境 と 丘 陵 地 の 特 徴
を 活 か し た ま ち づ くり

行 政 区 が 違 う 2 地 区 が 共 同 で 取 り 組 む ま ち づ くり

豊かな街並みや景観をつくる

多様な交流が生まれる地域 横浜国立大学との連携を
更に深める

安心安全なまちを目指して

駅を利用する来訪者向けの道案内や地域の
魅力紹介。
地域の住民向けには、地域の魅力再発見や
地域への愛着を育むことを目的とする。

地域の防犯力の向上の為、夜の道路や公園
などを明るくする。
危険性の高い場所の防犯性を高める。

住民同士の意識を大切にするため「あいさ
つ」や声掛けが出来るまちを目指す。

建築の前に計画内容をお知らせいただき、
地域まちづくりプランに関する協力をお願
いすることで、まちづくりプランを周知、
実現していく。

高いブロック塀は地震時に倒壊する恐れが
あり、避難路を塞ぐ可能性がある。ブロッ
ク塀はなるべく低くし、上部は比較的見通
せることで防犯力 UP を図る。

新しく住民となる方への「まちの案内」を
纏めて伝えることでまちへの愛着を育て
る。まちの活動に参加しやすくする案内を
送る。

樹木や花壇、プランターを設置することに
より豊かな街並みを目指す。地区の特徴で
ある豊かな緑や畑の風景を大切にする。

星の子通り
羽沢横国まちづくり協議会

多目的グラウンド

テニスコート

弓道場

レストハウス

遊具広場

常盤公園
常盤公園はかつて
豪商の別荘だった！？

鎌倉幕府の誉れ高き功臣
畠山重忠（はたけやましげただ）

ときわこうえん

まちづくり協議会　045-339-5701（常盤台地域ケアプラザ） 

常盤公園の前身は、明治 22 年 4月に豪商岡野欣之助氏が自分の所有する山林に築いた遊園地
で、当時の民間施設であった、三渓園、花月園、掃部山と並び、常盤園と呼ばれていた。この
園地は一般市民に公開されており、市民の間では「岡野公園」とも呼んでいたとのこと。広さ
も現在の公園の 6倍ほどもあり、丘陵や渓谷、池、森林など地形の変化に富んだ場所で、桜の
台、梅の台と呼ばれる 2ヶ所の運動場が設けられていた。昭和 17 年 10 月、この園地の一部
約 4.9 ヘクタールを横浜市が買収して公園として整備したのが今日の常盤公園となっている。
現在の運動広場は梅の台であったものと考えられている。常盤公園は緑の濃い楠の木が茂り、
その数 460 本、中には高さが 20 メートルを超え、幹周り（地上 1.2m）が 2.8 メートルに達す
るものもあり市内でも珍しい、歴史のある森の雰囲気をかもし出している。森には山桜が美し
く、四季を通してウメ、ツバキ、ツツジ、キンモクセイなどの花木を楽しむことができる。

また自然が豊かである為、野鳥も多く、
キジバト、ウグイス、メジロ、シジュ
ウガラ、スズメ、ヒヨドリなどバード
ウォッチングも楽しめる。一方、地形
の起伏に富むことと、園路が土のまま
であるため、散策やジョギングに土の
感触を楽しむことが出来るので、利用
者に大変喜ばれている。

畠山重忠は、平安末期から鎌倉初期にかけ
て源頼朝と共に武士の政権たる鎌倉幕府を
創立した武蔵・相模の武将である。鎌倉に
異変ありとの知らせに、埼玉県比企郡の管
谷館から鎌倉へ向かう途中、鶴ヶ峰（横浜
市旭区鶴ヶ峰）にて北条義時軍の 1万の大
軍に対して、わずか 134 騎の郎党と共に
戦い、録倉随一の弓の名手愛甲季隆の矢に
打たれ倒れた。1205 年（元久 2年）6月
22 日のことで、重忠 42 歳であった。

常盤公園に建立されている慰霊塔。この塔は、鎌倉時代
に畠山重忠が北条氏に打たれた戦いで戦死した者の塚が
常盤公園の中、常盤台小学校の校庭等にあった。これら
の塚を慰霊する為、常盤台の開拓者川田修三氏を代表に、
昭和 32 年に建立されたものである。慰霊塔の裏面には次
のように記されている。
「重忠公は北条時政及び後妻牧の方陰謀により、元久 2年
6月武蔵国鶴ヶ峰に於いて一族郎党 134 騎が各所進撃し
て戦死当時の敵味方の別なく埋葬この地にあり、20 騎の
塚は世の変遷となり消滅を憂い茲に合同慰霊塔を建立す
るものなり　地元有志一同地元婦人会」

ブドウ畑とその奥は程ヶ谷カントリー 園内の池と東屋

羽沢『星ヶ丘』自治会の名称由来
歴史・特産品サイン

まちづくり協議会

　この自治会の名称の由来は、住民が12世帯であった昭和35年（西暦1960年）
にまでさかのぼります。周辺は雑木林（栗林）で街灯もなく、夜はとても暗かっ
たため一人で歩くのは危険な地域でした。そのため、当時住んでいた人たちが
お金を出し合って電柱を購入し、街灯を付けたそうです。
　そんな中、自治会の名称を付けようということになり、12名が話し合いいろ
いろ考えました。小高い丘から星空が綺麗に見えることから『星ヶ丘』が良い
ということになり、羽沢星ヶ丘自治会に決まったそうです。

風 の 道
羽沢横国まちづくり協議会

シクラメン通り
羽沢横国まちづくり協議会

風 の 道
羽沢横国まちづくり協議会

国大西門通り
羽沢横国まちづくり協議会

羽沢まちづくりプランの発端となった、「サインづくり推進会」で坂や道路に住民で

サインを作りこの地域に愛着を育み、安心•安全で歩いて楽しいまちづくりに取組む事になりました。

名称は住民の皆さんのアンケートにより決められ、地域の歴史や名産品の紹介サインも提案されました。

※
サ
イ
ン
は
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
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　 羽 沢 横 浜 国 大 駅 前 に サ テラ イト 施 設「 Y N U  B A S E  H A Z A W A 」

を 設 置 。

　 2 0 2 4 年 1 0 月 、相 鉄・J R 直 通 線「 羽 沢 横 浜 国 大 」駅 前 に 隣 接 す る

リビ オ タワ ー 羽 沢 横 浜 国 大 の 複 合 商 業 施 設「 H A Z A A R 」内 に 、サ テ

ラ イト 施 設「 Y N U  B A S E  H A Z A W A 」を 設 置 しました 。

　 本 施 設 は 、羽 沢 横 浜 国 大 駅 周 辺 に お ける ま ち づ くりの 推 進 を 図 り 、

本 学 の 有 す る 多 様 な 学 術 知・実 践 知 を 駆 使 し た 分 野 連 携 及 び 多 様 な

ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 連 携 を 通 し 、多 角 的 に 、社 会・地 域 課 題 を 解 決

して いくた め の 研 究 及 び 活 動 ま た はこれ らを 地 域 に 発 信 す る 拠 点 とし

、地 域 の 発 展 に 貢 献 しま す。

　 建 築 計 画 研 究 室 で は 常 盤 台 地 域 ケ アプ ラ ザ を 契 機 として 長 年

、羽 沢・常 盤 台 地 区 の まち づくりに 関 わ ってきました 。これ ま で

6 0 回 以 上 の ワ ー クショップ を 開 催 して おり 、2 0 2 4 年 度 は 地 域

の 居 場 所 づくりを テ ー マ に 計 6 回 の ワ ー クショップ を 行 い ました 。

　 1 1 月 に 行 った「 は ざ わ あ そ び フェス 」に は 3 0 0 人 近 くの 皆 さん

に 参 加 い た だ きました 。

大 学 で は 羽 沢・常 盤 台 地 域 を 対 象 とした 演 習 授 業 も 行 っ

て おりま す。2 0 2 3 年 度 は 地 域 に 長 年 お 住 ま い の 皆 さま

にヒアリン グ 調 査 を 行 い 、か つ ての 羽 沢 の 子 どもた ち の

様 子 を 現 代 の 子 ども に 伝 える パ ネ ルとして「 は ざ わ っ 子

検 定 M a p 」に まとめ ました 。

Arc
hitectual   Theory                    Architecual   Plann

ing

   L
ab
or
at
or
y

建築計画研究室

詳しくは横浜国立大学
地域連携推進機構 HP へ

教
育

学

部

わくわ

く
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保土 ケ谷区役所と
の連携 事業として サ
ポートを受けながら、
区内の児童を対象に 年
７回の活動（キャンプ、
区民祭り への出店、
農業体験など）を

行っていま
す。

主に保土ケ谷区
内の小学校を丸ご
とお借りして、子ど
もたちに「普段感じる
ことのないわくわく感」
を感じてもらえるような、
レク リエーション的要
素と学習的要素を含
む 「講座」を、年
に５回程度開い

ています。

農業による地域
活性化を理念に掲
げ、大学近隣農地で
野菜を栽培し、学内や

常盤台ケアプラザで販売し
ています。また、商品開
発や地域のイベントへ
の参加も積極的に
行っています。

羽沢地区を中心
とした地域住民への
聞き取り、実地調査を
行い、街の歴史を基礎と
した地域の文化資源の「も
のがたり」を発掘し、その
「ものがたり」を可視化す
るために謎解きゲームと

してコンテンツ化。

「大学をまちに
開く」をテーマに、「小

学生のためのオープンキャ
ンパス」など、大学への
理解を学生と地域の
方々の交流イベントを

開催しています。

上星川小学校
（1966年開校）
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草を結んでおいて歩いている
人が足を引っかけて転ぶのが

おもしろくて！

ここは、７０年前の横浜羽沢。
豊かな自然の中で自由奔放に遊んでいた子供たち。
見て！こんな遊び方があったんだよ！

今は、外に出なくても、ゲームやスマホで遊べる。それも楽しい！
でも､ ､ ､外でもっと遊びたい子もいるのかな？「これしていいのかな？」「迷惑なの
かな？」、そう思っちゃう？

このマップがきっかけで、もう一度羽沢を子供たちが気ままに遊べる町にしよう！
羽沢っこよ、たくましくあれ！

木の上に座れる場所を作ってたよ。
つくることが楽しい

みんなによろこんでもらうために
近所の20軒の家を回って、
靴を磨きに行くんだ

友達の弟が蛇ぶん
回して遊んでたよ、
スリル満点

落ちてた栗を持
って帰ると、お母
さんが栗ご飯を
作ってくれたよ

ホンチとババって言
う遊びをしてたよ。
箱の中でクモを対
決させるんだ！

朝5時に起きてカブトムシ狩り！
50匹はとれたかな

僕の時は家の
お手伝いは当たり前
だったよ。みんなも
お手伝いしよう！

栗林にワラビがたくさん
生えていたんだ

捕まえたハチのあたまの
大きさを比べっこしたんだぜ

とっ捕まえよう
としたんだけど
捕まらなかっ
たなあ

ススキで周りから
みえない秘密基地

友達ん家で育てているおいしいトマトを
盗んで食べてたんだぜ

シーズンオフのスイカは
子供たちの水分補給さ！

甘いキイチゴが
採れたんだよ！
しかも黄色い
キイチゴ

Created by: 横浜国立大学建築学科3年
　　　　　　 上杦凪砂、大貝燎平、鈴木湧土、林瀅渼
インタビューにご協力頂いた羽沢っ子の皆様: 和田様、早坂様、長谷川様、鈴木様

夕方の好きな番
組が始まる時間
までは外で遊ん
でいたんだ

羽沢町最初の20軒
1956年転入

２級

１級

３級

３級

１級

１級

２級

３級

２級

３級

３級

２級

２級

 大根畑

 スイカ畑

一面の赤土

ツタを使った
ターザン、
風が気持ち
いいんだ！

まわりの子もほと
んどが、そろばん
塾に通ってたね

20軒の２~3年後
(1958年頃）

にできた40軒エリア

雑木林

草相撲は先にちぎれた方が負け！
力ずくではすぐにちぎれてしまうよ

低い
松林

開発地の赤土の
上で野球

気分はメジャー
リーガー

池

池に手作りのいかだを
浮かべて遊んだんだ！

山

栗林

１級

２級

３級

はざわっ子検定基準
@195 6年

危ねえけど楽しいぜ！

めんどくせえけど達成感えぐいぜ！

これくらいチョチョイのちょいさ！

山

２級

２級 ３級

２級

は
ざ
わ
あ
そ
び
フ
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ス
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横浜国立大学
建築計画研究室
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